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粛運びいな磨き．ゐIiがとうござい暮し鳥I

石取Iiゲーム∴必勝法
旭川南高校　数楽研究部　「あるご」

NO．l r雪山くすし」

☆ルール

①2人で交互に石を取りあう

②石は何個でも取ってよい。ただし、同時に2つの山からは取れない

③這いてある石を「すべてなくした人」が勝ち

☆必勝法（名山の個数が異なる場合） 

＜どっちが隣つの？＞ 

先手 

＜どうやるの？＞ 

2つの山の個数が常に等しくなるように取る 

NO．Z rI山くすし」

☆ルール 

①2人で交互に石を取りあう 

②1回に取れる個数は3億まで 

③「最後の石を取らなかった人」が勝ち 

☆必勝法 � 

＜どっちか勝つの？＞ � 

先手（16個の場合） � 

＜どうやるの？＞ � 

①　最初に3億取る。 � 

②（相手の石）＋（自分の石） �＝4個になるように取る。 

（N02解説）　●・先手　○…後手

●●●　○●●●　00●●　000●　○←後手が必ず取ることになる



NO．書　「基山くすLJ

☆ルール

①2人で交互に石を取りあう

②石は何個でも取ってよい。ただし、同時に2つ以上の山からは取れない

③置いてある石を「すべてなくした人」が勝ち

☆館Ioo年前に必勝紳輔具されましな。ますは鍬下の言葉基軸筆法を費えてく轄きい．

＜2進法＞

数を0と1のみで数える方法を「2違法」といいます。

（10違法）1．　2．　3．　　4，　　5．…

（2進法）1．10．11．100．101．…

＜排他的論理和＞

0と1に対し、足し算をつきのように定義します。

〇十〇二0　1＋1二〇　（同じものを足すと0）

〇十1＝11十〇二1　（違うものを足すと1）

＜完全な状態・不完全な状態＞

2進数で表した石の個数を、排他的論理和の方法で足したとき、

各桁がすべて0の状態を、「完全な状態」。

それ以外の状態を「不完全な状態」。という。

＊「完全な状態」から石を取ると、必ず「不完全な状態」になる。

☆必勝法 

＜どっちが勝つの？＞ 

最初の状態が完全ならば後手、不完全ならば先手 

＜どうやるの？＞ 

常に完全な状態を維持するように、石を取る 

これを見て、すべてを悟った人…はいませんよね？

裏面で、例を紹介します。



00　←　完全な状態からスタート　⇒　後手勝ち

①　先手が2個取る

回国
②　後手が2個取る

回国
③　先手が1個取る

図回
③　後手が1個取る　⇒　勝ち
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